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ＦＢＩ捜査官リチャードのはじまり


 リチャード・ルナーは、「闇社会で自動車窃盗に麻薬に強盗に殺人にレイプなどが起きたりするが、いい警官がいても正義がまじめなフリをして悪事を働かしてる悪い警官がいる限り、この腐り切った街の凶悪犯罪が治らない」と語る。リチャードは２３歳でニューヨーク大学法学部を卒業して速やかにアメリカ司法省連邦捜査局ＦＢＩの訓練生として身体の持久力と精神の鋭敏さと強力な論理の推論力が求められる審査と試験とトレーニングを受けて、ＦＢＩ司法長官であるジョン・クウォーク教官から要件を満たしていると見込まれて特別捜査班に配属された。短髪のリチャードは特技とする子供の頃から習っていたマーシャルアーツを使って、武器を持たなくても立ち向かえるように鍛錬していた。そして、リチャードはショットガンを持って、悪漢と出くわしたときでも勇敢な思いで挑めるように建物内と建物外で突如と現れる板で出来た悪義な連中たちを撃っていく射撃訓練をした。リチャードは職務するニューヨーク支局に依頼された日本企業で身代金を要求した誘拐事件が起きて誘拐を捜査した。リチャードは木村孝三（きむらこうぞう）社長の娘で小学４年生の木村楓（きむらかえで）ちゃんが誘拐されたことで日本メーカーの会社にいる木村社長に訪ねた。社長室に入ったリチャードは木村社長に、「私はＦＢＩ特別捜査班のリチャードです。楓ちゃんの体型と身長と服装は教えてくれませんか？それと電話してきた身代金強盗の声の特徴を教えてください？」と聞いた。木村社長は、「痩せ型の１３８センチぐらいでピンクのセーターを着てデニムスカートを履いていた。電話の声は特になまりがなくて、若い男の声だった！」と答えた。リチャードは、「そうですか！」と言った。

木村社長は、「身代金強盗には要求してきた額は払うから娘を助けてほしいといっておいた。私には大事な一人娘だ！どうにかしてくれませんか！」と言った。リチャードは、「どのくらいの額を要求してきたのですか？」と聞いた。木村社長は、「１００万ドルです！」と答えた。リチャードは、「身代金強盗とはどこで待ち合わせしましたか？」と聞いた。木村社長は、「それはマンハッタンの２番街ハウストン・ストリートの時計台のある茶色いビルの屋上です！」と答えた。リチャードは、「いつの日で時間を教えてください」と言った。木村社長は、「明日の午後３時です！」と言った。

リチャードは、「わかりました。全力を尽くします！」と言って社長室から外へ出ていった。翌日の午後３時前に木村社長は、約束通りにマンハッタンの２番街ハウストン・ストリートに時計台がある茶色いビルの屋上に現れた。茶色いビルの屋上にある時計台の針が午後３時ぴったりとなったときに木村社長が１００万ドルの入ったスーツケースを右手に持って緊迫した硬直状態で娘の無事を祈って待っていた。リチャードは身代金強盗がやってくるまで日系アメリカ人の木村社長を時計台の上から見守ってパートナーのケビン・オコナーと一緒に新米ＦＢＩ捜査官の二人がライフル銃を構えて隠れていた。そこに予測されなかった事態が起きた。ショートヘアで無邪気な少女の楓ちゃんを連れてきたのはマスクをかけた謎の女だった。リチャードはケビンに、「どういうことなんだろう」と言った。ケビンは、「身代金強盗の女じゃないのか！」と言った。リチャードはモバイルフォンで近くに待機してる特別捜査班長に、「身代金強盗野郎の女か何かと見られる者が楓ちゃんを連れてやってきた！すぐに応援を願う！」と言った。リチャードは突飛な考えでケビンと共に時計台の上から下まで屋上に降りていった。謎の女は楓ちゃんの頭に銃を向けて木村社長に、「１００万ドルの入ったスーツケースをこっちに寄こせ！」と言った。木村社長は、「わかった！娘をこっちに返してくれ！」と言ってスーツケースを差し出した。謎の女はスーツケースを受け取って木村社長のところに楓ちゃんを引き渡した。謎の女は、「そこを動くな！動くと撃つよ！」と言って去っていった。屋上の出口の扉の前でリチャードが謎の女を待ち構えていた。リチャードは謎の女にライフル銃を向けて非常階段から降ろさないように立ち止まらせた。リチャードは謎の女に、「銃を捨てて手を挙げるんだ！」と言った。謎の女は、「そこをどいて！どかないと撃つからね！」と言ってリチャードに銃を構えた。謎の女の背後に現れたケビンは謎の女に、「そうはさせないぞ！」と謎の女にライフル銃を向けた。

リチャードに銃を向けた謎の女は、「時計台の針が午後３時１０分になるまであと３０秒で時計台が爆発する」と言って後ろ振り返ってケビンの肩を撃って非常階段を降りていった。リチャードは急いで謎の女を追わず木村社長と楓ちゃんのところに向かった。リチャードは楓ちゃんに、「危ない！」と言って時計台から遠く離して伏せたときに時計台が爆発して文字盤が開いて時計じかけが見えた。

班長が率いる特別捜査班のＦＢＩ捜査官たちは謎の女を取り捕まえようと茶色いビルの入口で待ち受けていたが、時計台の爆発の騒動で謎の女がどれか見失った。リチャードは木村社長と楓ちゃんの状態を見届けてケビンのところへ行った。リチャードはケビンに、「大丈夫か！」と言って横たわってるケビンを起した。木村社長は楓ちゃんが無事に保護されたけど１００万ドルの入ったスーツケースを奪われた。ケビンは救急車に運ばれていった。その後、楓ちゃんぐらいの女の子たちが行方不明になっては腹に刺し傷がある状態でどこかに放置されて発見された猟奇な誘拐監禁事件が起きていた。リチャードは木村社長のときみたいに身代金の目的じゃない別の案件だと判っていた。リチャードは単独でこの事件に挑んで１０歳を満たない女の子ばかりを狙う変質者を探し出すことにして肉を刻む肉切り包丁を使われているところから精肉工場の怪しい労働者を探し歩いた。リチャードは精肉工場でおかしげな労働者を探したけどまじめな労働者ばかりで特に見当たらなかった。リチャードは一つだけ屠畜場（とちくじょう）に女性ウケが悪い暴食でよく肥えた労働者がいると聞いて気になった。リチャードはよく肥えた労働者が幼児を見るたびに獲物を見る目に変わる非常的な肉欲の強い野獣かを調べてみることにした。リチャードはよく肥えた労働者の名前がベンジャミン・ベイカーと知ってベンジャミンの精肉店に住む自宅を訪ねた。リチャードは閉店した精肉店の裏にある家の扉をノックしたが、誰も出てこないので扉のノブをひねって開いた。リチャードは、「ベンジャミンさん！」と言って家の中へ侵入していった。リチャードは懐中電灯を付けて、誰もいない真っ暗な部屋を歩いて進んでいくと、物音がする地下室に続いた階段を降りていった。リチャードは懐中電灯を閉まって、銃を取り出して地下室の扉を少しずつ開いていった。リチャードはベンジャミンが６歳ぐらいの幼児を豚を解体する台に乗せて洋服を脱がしてる姿がはっきりと見えた。リチャードはベンジャミンに、「やめろ！その娘を離せ！」と言って銃を向けた。ベンジャミンは、「誰だ！勝手に自宅を侵入する愚か者は！」と言って肉切り包丁を投げつけた。リチャードは扉を閉めて防御した扉に肉切り包丁が突き刺さった。リチャードは扉を開いて地下室に入ってベンジャミンに銃を向けると、幼児を人質にとって、肉切り包丁を幼児の首に付けた。ベンジャミンは、「銃を捨てろ！さもないとこの子の首を切り裂くぞ！」と言った。リチャードは、「わかった！」と言って銃を捨て、「なんで幼児を拐っては悪戯して腹を刺すなんて事してる？」と聞いた。ベンジャミンは、「うるさい！わいは大人の女を愛せないロリータコンプレックスだけどそれはフェイクでしょう」と言って肉切り包丁を振り回していった。リチャードは振り回していく肉切り包丁を避けていった。ベンジャミンはリチャードの腹を突き刺そうとしたが、吊るしてある生肉に突き刺さって抜けなくなって台の上に置いてあった金具でリチャードの頭を殴りかかろうとした。リチャードは金具を持った腕をとって関節技をかけて金具を振り落としてベンジャミンの腹を２回キックしてベンジャミンの顔を５回パンチして床に膝がついたベンジャミンの顔を蹴り飛ばしてベンジャミンを取り押さえて、猟奇な誘拐監禁事件を解決させた。ベンジャミンにさらわれた少女は安全な場所で無事に保護された。リチャードは支局長から、「なぜ一人で危険を誘う真似をした！おまえはまだ正式なＦＢＩ捜査官じゃない」と叩かれた。リチャードは気を紛らわせようと５日間の休暇をとって、ニューヨーク郊外の幼稚園から中学校まで一緒に育った幼じみで親友のマテオ・ロペスの住むデトロイトへ向かうことにした。翌朝に起きたリチャードは、ラガーディア空港からデトロイト・メトロポリタン・ウェイン・カウンティ空港まで飛行機に乗ってデトロイトへ向かったいった。デトロイトに着いたリチャードは、空港からタクシーに乗ってマテオが住むデトロイト市へ向かっていった。デトロイト市に着いたリチャードは、治安が悪く腐敗した街でデトロイト警察で警官をしているマテオと待ち合わせした窓ガラスが割れた状態で放置されているビルの下にある防弾ガラス越しで注文するハンバーガー屋でホットミルクティーだけ買って待った。リチャードはハンバーガー屋にやってきたマテオに、「マテオ久しぶり！こっちの暮らしはもう慣れたか？」と聞いた。マテオは、「ここの暮らしは慣れない。ここ街には自動車産業で有名な自動車メーカーのゼネラルモーターズ本社がある。無鉄砲な犯罪と自動車窃盗が多くて大変だ！無人電車が走るピープルムーバーのダウンタウンエリアは比較的に安全だけどな！」と答えた。リチャードは、「そうか！ゼネラルモーターズはミシガン州デトロイトのシンボルである超高層ビルのルネサンス・センターのことか！やっぱり自動車窃盗団とか多いのか？」と聞いた。マテオは、「工場と販売店で自動車だけじゃなく自動車部品とかも盗まれたりするよ！」と答えた。リチャードは、「タチが悪いやつらだ！」と言った。マテオは、「やつらの精神は脅かされて心が病んでるために闇から抜け出れない終わっている連中ばかりだ！」と言った。リチャードは、「そうだよな！ここにきたときに子供の笑顔を見れば治安がわかるようだった！」と言った。マテオは、「そっちの暮らしはどうだ？」と聞いた。リチャードは、「身代金誘拐事件が起きて人質を助けたけ出したけど現金の入ったスーツケースを奪われた。その後で猟奇な誘拐監禁事件が起きて犯人の自宅を割り出して犯人を取り押さえたけど単独で危険に陥る真似をしたとして支局長に叩かれた」と答えた。マテオは、「そうなのか！デトロイトは黒人の市長から黒人の移住が多くて、アルゼンチンで採れたマリファナ（大麻）を入手してる者もいて、ここは無法地帯だな！」と言った。リチャードは、「そうなんだ！５日間の休暇をとってあるんで自動車窃盗団を捜査することにできたら協力するよ！」と言った。マテオは、「それはありがたいことだね！デンバー山の別荘で休養したほうが良かったんじゃないのか？」と聞いた。リチャードは、「デンバー山の別荘はなんにもない山の中で不便だ！３年前に交通事故で亡くなった両親が残してくれた財産でもあるけどね！」と言ってマテオと一緒にハンバーガーとポテトと飲み物を買いに防弾ガラス越しのカウンターに向かった。リチャードとマテオは買ってきたハンバーガーセットを食べ終わった後でハンバーガー屋から外に出て、デトロイト市の街を散策した。リチャードとマテオは観光名所じゃないデトロイト市の街を歩き回った後で、ヘンリーフォード博物館にたどり着いた。リチャードとマテオは広い館内でフォード社の色々な車種の進化と沢山の乗り物などの展示を見て、博物館から外に出て巨大なタイムマシーンまで見たら、モーターシティから離れていって、夜になったデトロイトの街に戻ってきた。リチャードとマテオはお洒落なバーで美味しいカクテルを呑んだ後でお洒落なバーから外に出て、お互いに離れていった。リチャードはデトロイトのホテルへ向かっていった。マテオはデトロイト市警の宿舎へ戻っていった。ホテルに着いたリチャードは、チェックインを済まして部屋に着いてシャワーを浴びてベッドでゆっくりした。リチャードはベッドでそのまま眠りに就いていたのに、外の騒音で目が覚めた。リチャードはホテルの窓から外の様子を覗いて見ると、新車８台を積んだキャリアカーを追った２台のパトカーを見た。リチャードは一目で自動車窃盗団の仕業だとわかったが、今はどうしようもできないのでひとまず眠ることにした。翌朝に起きたリチャードは顔を洗ってフェイスタオルで顔を拭いて部屋から出て、１階のカフェテリアでモーニングセットを食べて部屋に戻った。リチャードはミシガン州で最も大きなアウトレットモールのグレート・レイクス・クロッシング・アウトレットへバスに乗って向かっていった。リチャードはデトロイト川と繋がってる五大湖の一つであるセントクレア湖に近いアウトレットにたどり着いた。リチャードは色んな店を回ってショッピングを楽しんだ。リチャードは好きなパスタのカルボナーラを食べた。リチャードはアウトレットから外に出て、ヘンリーフォード博物館にあるIMAXシアターへバスに乗って向かっていった。IMAXシアターにたどり着いたリチャードは、観る映画のチケットを購入して待合所で開始時刻まで待っていた。リチャードはモバイルフォンにマテオから着信通知があって応答した。リチャードはマテオに、「やぁ！マテオどうした？」と聞いた。マテオは、「旅の途中でごめん。深夜２時に自動車窃盗が起きて自動車窃盗団がグレネードランチャーで砲弾を放ってキャリアカーを追った警官の二人の乗るパトカーを爆破した。応援要請をしていたが、どこへ消えていったかわからないままらしい！恐らくその付近の倉庫会社とみている」と答えた。リチャードは、「そうか！深夜２時過ぎ頃にホテルの窓からキャリアカーを追ったパトカーから銃声の音などの騒動で目が覚めた」と言った。マテオは、「やっぱりか！そのホテル付近の倉庫内かも知れないので時間があるときに調べてもらえないか？」と聞いた。リチャードは、「わかった！今は昨日たまたま立ちよったヘンリーフォード博物館のところにあるIMAXシアターで映画を観ようとしてる。映画を観終わってから考えるよ！」と答えた。マテオは、「わかった！じゃあ！」と言った。リチャードは、「じゃあ！」と言ってモバイルフォンの着信を切った。開始時刻が近づいたリチャードは、買い忘れていた塩ポップコーンとドリンクセットを買ってシアターへ向かった。好きなアクション映画を観終わったリチャードは、IMAXシアターから外へ出ていった。リチャードはデトロイトのホテルへバスに乗って向かっていった。ホテルに着いたリチャードは、部屋に戻ってベッドに横たわって考えた。リチャードは部屋から出てホテルから外に出て、夜になったデトロイト市の街を歩いてチャイニーズフードのラーメンを食べて、レンタカーを借りてホテル周辺の倉庫を探索した。レンタカーに乗って倉庫を捜し回ったリチャードは、怪しいそうな倉庫を捜し出してレンタカーを停めて倉庫内を調べてみることにした。扉を開いて倉庫内に隠れたリチャードは、明かりの付いた倉庫内で自動車窃盗団と見られる集会が開かれていた。リチャードはその脇に新車を積んだキャリアカーが見えて確実にやつらだと判った。リチャードは自動車窃盗団の中に身代金誘拐事件のときに身代金強盗の代わり時計台のある茶色いビルの屋上に現れたマスクをかけた謎の女を見た。リチャードは自動車窃盗団のリーダーが、「翌朝にキャリアカーを港まで運んで新車８台を船に積んでメキシコへ向かうんだ！」と言った。それを聞いたリチャードは静かに扉を開いて倉庫から外へ出ていって、レンタカーに乗ってデトロイト市の街へ向かった。デトロイト市の街に戻ったリチャードはレンタカーを返してホテルへ戻っていった。リチャードはホテルの部屋に戻ってマテオにモバイルフォンで倉庫内で自動車窃盗団を見つけ出したことを伝えて、翌朝に自動車窃盗団が動く出すことを連絡した。リチャードは自動車窃盗団のリーダーがメキシコに向かうといっていたことから自動車窃盗団とそれに属した身代金強盗と謎の女がメキシコ人だと断定して、明日の朝まで様子をみることにしてシャワーを浴びてベッドでゆっくり休んだ。リチャードは翌朝にモバイルフォンの着信音で目が覚めて、モバイルフォンを応答した。マテオはリチャードに、「グッドモーニング！リチャード！」と言った。リチャードは、「グッドモーニング！マテオ！」と言った。マテオは、「俺たちは警ら課だけどメキシコ人の自動車窃盗団がデトロイト川よりもエリー湖からエリー運河を渡ってハドソン川からメキシコ湾のルートだろうと思って、車を運ぶ水路のエリー湖の港で張り込んでる」と言った。リチャードは、「まだ朝の５時だ！少し早くないか！」と言った。マテオは、「いつやつらが動き出すかわからないんでね！ちょっと待て！港といっていたがデトロイト港のことじゃないだろう？」と言った。リチャードは、「港しか聞こえなかったんでよくわからなかった！」と言った。マテオは、「デトロイト港あるのはセントクレア湖のほうだ！朝早くから動き出しているかもしれないぞ！」と言った。リチャードは、「この時間からでは移動の手段ができないから動けない！すまないが今は協力できない」と言った。マテオは、「わかった！俺はデトロイト港へいってみる」と言ってモバイルフォンを着信を切った。覆面パトカーを動かしたマテオは、デトロイト港に向かっていった。マテオはデトロイト川を通っていって、セントクレア湖からデトロイト川の手前にあるデトロイト港に朝の７時頃にたどり着いた。マテオはデトロイト港でキャリアカーからフォード社のスポーツカーを下しているところ見つけて、相棒の警官と一緒に覆面パトカーから降りて自動車窃盗団らしき者たちのところへいった。マテオは自動車窃盗団らしき者に、「ちょっとキャリアカーのナンバープレートを調べさせてくれないか？」と聞いた。自動車窃盗団らしき者は、「なぜだ！今からメキシコのディーラーに運ぶところだ！」と答えた。ナンバープレートを調べた相棒の警官はマテオに、「聞いたのとナンバープレートの番号が違ってる」と言った。マテオは、「キャリアカーの色が白と水色であるのとフォードのスポーツカーを積んであるのはあってる」と言った。自動車窃盗団らしき者は、「作業の邪魔になるんでもういいですか？」と聞いた。マテオは、「ご協力ありがとう！」と答えた。相棒の警官は、「運転免許証を見せてくれますか？」と聞いた。自動車窃盗団らしき者は、「わかった！これだ！」と言って相棒の警官の胸を銃で撃った。マテオは素早く自動車窃盗団らしき者の頭を撃って急いで覆面パトカーに乗ってエンジンをかけて覆面パトカーを走らせていって、撃ってくる自動車窃盗団らしき者たちに突っ込んでいって、ボンネットに乗った自動車窃盗団らしき者を急カーブして振り落として、その場を覆面パトカーで去っていった。マテオは覆面パトカーを走行中に応援要請をかけた。自動車窃盗団らしき者たちはフォードのスポーツカーを船に積んでいって、頭を撃たれた自動車窃盗団らしき者も乗せてから小型自動車運搬船を出航させた。フォードのスポーツカーを積んだ小型自動車運搬船は、デトロイト川を進んでいくと、前方から小型船に乗った沿岸警備隊がやってきたが、そののまま通過していった。小型自動車運搬船の乗った自動車窃盗団らしき者たちはデトロイト川の川沿いの道路を走っている３台のパトカーを見たが、小型自動車運搬船に気づいてない様子を見て、そのまま進んでいったエリー湖の真ん中で証拠を隠すために頭を撃たれた自動車窃盗団らしき者を海に投げ込んだ。マテオは覆面パトカーを走行中に応援要請でやってきた３台のパトカーと一緒に引き返してきたが、すでに自動車窃盗団らしき者たちは小型自動車運搬船にフォードのスポーツカーの８台を積んで出航していた。マテオは警ら課長に、「やつらはメキシコ湾に向かっていって、５日でメキシコにたどり着くでしょう！」と言った。警ら課長は、「メキシコのどこの港に着くのかわからないが、高速道路で車を走らしていって、メキシコの国境を越えて先回りするしかないだろう」と言った。マテオは、「そうですね！ちょうど今、ワシントンＤ.Ｃ.から来たＦＢＩ捜査官をしてる幼じみの友人が遊びにきてる。協力してもらいますよ！」と言った。警ら課長は、「そうか！それは頼もしいの！」と言った。向こうからやってきた警官が警ら課長に、「マテオの相棒の警官が息を引き取った！」と知らせた。警ら課長は、「そうか！」と言った。警ら課長はマテオに、「残念だが相棒のエリック・ウィルソンは助からなかったよ！」と言った。マテオは、「そうですか！エリックのぶんまで必ず自動車窃盗団を捕らえてやる！」と言った。


 
 





麻薬囮捜査官に任命されたリチャード


 二度寝して起きたリチャードは、顔を洗って１階のカフェテリアでモーニングセットを食べて部屋に戻った。マテオはリチャードにモバイルフォンで電話をした。リチャードはズボンの後ろのポケットにある着信音が鳴ったモバイルフォンを手に取って電話を受けた。マテオはリチャードに、「グッドモーニング！リチャード！」と言った。リチャードは、「グッドモーニング！マテオ！」と言った。マテオは、「度々、ごめん！やっぱりやつらはデトロイト港にきていた。相棒の警官ひとり遣られてしまった！やむをえずそこを離れたが、引き返してきたときにはもう小型自動車運搬船が出航してメキシコへ向かっていた」と言った。リチャードは、「協力ができずにすまなかった！」と言った。マテオは、「やつらは５日後の夕方頃にメキシコ湾からどこかの港に着くだろう！先にどこかの港へいって、待ち伏せしたほうが良さそうだ！俺は今から高速道路を使ってメキシコへ向かおうと思うんだけどリチャードもついてきてくれないか？」と聞いた。リチャードは、「今からか！」と言った。マテオは、「そうだ！」と言った。リチャードは、「昨夜、俺はよく眠ったけどマテオは張り込んでいたから眠ってないだろう？」と聞いた。マテオは、「俺は張り込んでて、５時まで仮眠していた。俺は早いところうかつなミスをした相棒のぶんまで悪主義な野蛮人たちをとっちめて！身を晴らしたいんだ！」と答えた。リチャードは、「わかった！俺もいくよ！今からホテルに迎えにきてくれ！」と言った。マテオは、「了解！ホテルに着いたらメールをする！」と言ってモバイルフォンの電話を切った。マテオはホテルに着いてモバイルフォンでリチャードにメールを送った。リチャードはすぐにメールを確認して部屋を出てからホテルの受付でチェックアウトしてホテルから外へ出ていった。リチャードはマテオがホテルの玄関近くに停めている覆面パトカーの助手席に乗った。マテオは覆面パトカーを走らせていって、アメリカで一番治安が悪くて廃墟のビルが多いデトロイト市の街を離れていった。マテオはリチャードに、「俺は警ら課長に国境を越えてまでやつらを追ったら外交問題になるからやめておけと言われたが相棒を見殺しにしてしまったんだ！そんなこと言ってられない」と言った。リチャード、「相棒を見殺しにはしてないだろう！やつらは麻薬で頭がイカれた殺し屋だから仕方がない。警戒をしてなかったのが悪い」と言った。マテオは、「そうかな！３日後に殉職したエリックの告別式があるけど俺はいかない！遺族に顔を見せられない」と言った。リチャードは、「今は強く責任を持っているようだけどマテオが悪いわけじゃない！それは事故だろう」と言った。マテオは、「俺があの時の様子を見ずに自動車窃盗団らしき者たちのところにいったから危険に巻き込まれたんだ！」と言った。リチャードは、「それは危険に近づけば巻き込まれるというけど俺たちの仕事は危険に向かうのが任務だ！やむをえない。今だって危険に自らも立ち向かっている。それが定めだ！きっと遺族の人たちもマテオを責めたりしない」と言った。マテオは、「そうだな！あれは任務で間違ってなかったんだ！」と言った。リチャードは、「そうだよ！そんなことをいっていたら相棒が空の上で悲しむだけだ！」と言った。マテオは、「わかった！黒人にマリファナが出回っていたのはメキシコ人の麻薬売人かもしれない。そいつらもきっと自動車窃盗団の一味だろうと思ってる」と言った。リチャードは、「そのようだな！メキシコ人がアルゼンチン人からマリファナを入手したのだろう！今はマリファナもタバコのキツいやつとかじゃなくて立派な麻薬扱いだ！ほとんどの州が禁止してる」と言った。マテオは、「俺は高校時代に禁止されてた州でもマリファナパーティで友達がマリファナを勧めてきたけど断ったことがあった！」と言った。リチャードは、「俺も勧めてきた友達がいたけどマリファナは吸わなかった！」と言った。マテオは、「やっぱりお互いまじめだったんだよな！」と言って高速道路の入口に入っていった。リチャードとマテオは高速道路を交代ごうたいで覆面パトカーを運転していって、たまにサービスエリアで食事をしてガソリンを給油して高速道路に入っていって、覆面パトカーを走らせていった。深夜になったらサービスエリアで覆面パトカーを停めて寝泊まりした。リチャードとマテオは２日をかけて高速道路の出口を降りていって、メキシコの国境へ向かっていった。リチャードとマテオはメキシコの国境の入口でパスポートを見せて中米のラテンアメリカのメキシコの国境の入り口を通過していって、国境の町ティファナにたどり着いた。ティファナからメキシコ湾側の港へ向かっていった。リチャードとマテオは白い建物が多いメキシコに入ってきて、メキシコ湾側の港へ向かった途中でランチにタコスを食べてビールなどのアルコールを控えてメキシコ風フルーツジュースのアグア・フレスカを飲んだ。リチャードはマテオに、「このメキシコにはアメリカから犯罪者が逃げてくるし不法労働者が多いらしい！」と言った。マテオは、「逆にアメリカには不法移民者が多いから大統領の提案で国境の壁が建設されるかもしれない」と言った。リチャードは、「もしかしたら密輸したフォードのスポーツカーをメキシコの首都メキシコシティに近い港に小型自動車運搬船を着けるかもしれない！」と言った。マテオは、「そうだと思う！やつらはインチキなカーショップで不法販売をする気だ！」と言った。リチャードは、「だとしたら急がねば小型自動車運搬船が着港するまで間に合わないな！」と言った。マテオは、「問題はどこの港かだ！」と言った。リチャードは、「地図で見てみよう！」と言ってティファナで買ったメキシコの地図を開いて、「ラテンのスペイン語はわからないけど、ここがメキシコシティに一番近い港だ！」と言った。マテオは、「俺はスペイン語は得意で！ベラクルス港だ！」と言った。リチャードは、「あんまり食べる時間も眠る時間もないけど急いでいくぜ！」と言った。マテオは、「よっしゃ！」と言った。リチャードとマテオは覆面パトカーに乗って、ベラクルス港へ向かっていった。リチャードとマテオは高速道路を使って２日半をかけてベラクルス港にたどり着いた。リチャードとマテオは日が暮れる前の夕方までに着いて安心していたが、あとはこの港に小型自動車運搬船が着港するのかで待ち伏せするだけだった。マテオは着信音の鳴っているのに気づいてモバイルフォンを応答した。警ら課長はマテオに、「マテオ！昨日、エリー湖で自動車窃盗団一味と思われる遺体を沿岸警備隊が発見した。その男はカルロス・ルイスという者でリーダーのフェルナンド・ロドリゲス率いる自動車窃盗団の一味だ！恐らくマスクをかけた謎の女はフェルナンドの女でベロニカ・ゴンサレスだろ！」と言った。マテオは、「５日前にデトロイト港でエリックを撃ったやろうたちだ！仕返しに銃で頭をぶち抜いてやった！」と言った。警ら課長は、「カルロスは頭を撃たれてる。証拠封じのために海に投げ込んだんだろう！」と言った。マテオは、「自分は今、メキシコのベラクルス港に着いています！首都に近い港なんで先回りして小型自動車運搬船を着けるものと思って待ち伏せしてます！」と言った。警ら課長は、「そうかわかった！無茶なことはするよ！」と言ってモバイルフォンの電話を切った。マテオはリチャードに、「フェルナンドが自動車窃盗団のリーダーでリチャードのいう身代金強盗もフェルナンドの仕業だろう。マスクで顔を半分隠したベロニカが代理で身代金を受け取りに来た」と言った。リチャードは、「そうか！フェルナンドが身代金強盗をしたのは小型自動車運搬船を借りるための資金だろう。海運会社に小型自動車運搬船を借りたら１日あたり１０万ドルだから５日だから５０万ドルぐらいかかる。あとキャリアカーもレンタルだろう。その辺りは大した金額じゃないんで知れてる。たぶん元の倉庫会社に戻してあるはずだ！怪しい倉庫会社だったんで自動車窃盗団と連んでそうだった！」と言った。リチャードとマテオは数時間待った挙句に日が暮れてきて、問題が的中して小型自動車運搬船がベラクルス港に着港した。小型自動車運搬船の後方のドアが開いてフォードの新車のスポーツカーでシェルビーＧＴ３５０ヘルテージエディションとシボレーコルベットＣ８スティングレイとダッジチャージャーヘルキャットワイルドボディーとマスタングシェルビーＧＴ５００とチャレンジャーＳＲＴヘルキャットレッドアイとマスタングブリットカマロＺＬ１とコルベットＺＲ１が港広場に動かしてきた。マテオはリチャードに、「あの時の小型自動車運搬船に間違いない！」と言った。リチャードは、「やっぱりここだと思ったよ！あっ！向こうからキャリアカーがやってきたぞ！」と言った。マテオは、「本当だ！デトロイトのときのとは違う。茶色のキャリアカーだ！」と言った。リチャードは、「メキシコは別の組織が協力してる」と言った。リチャードとマテオはしばらくの間を覆面パトカーの中でキャリアカーを運転してきたメキシコ人がフォードのスポーツカーを積み終わるまで様子を窺った。リチャードとマテオはキャリアカーの運転手のメキシコ人があとカマロＺＬ１とコルベットＺＲ１だけを積んでどこかへ運ぶのだろうと思って見ていたときに自動車窃盗団のリーダーらしき者が小型自動車運搬船からキャリアカーの運転手のメキシコ人のところに歩いてやってきた。リチャードは、「自動車窃盗団のリーダーならあいつがフェルナンドだ！」と言った。マテオは、「だとしたらキャリアカーの運転手のメキシコ人は別の組織の者じゃない。同じ自動車窃盗団の一味で副リーダーのダビッド・ホセかも知れない。通称ダビと呼ばれている」と言った。リチャードは、「そうか！打ち合わせどおりにやってきたということか！」と言った。マテオは、「残り２台を積んで移動するまで、あの二人を食い止めてやるか？」と聞いた。リチャードは、「ここまできたからにはいくしかないだろう！」と答えた。マテオは、「トランクに武器を隠してるんだ！」と言った。リチャードは、「よくメキシコの国境の入り口を何事もなく通り抜けれたよな！」と言った。マテオは、「車内の検査があったけどサイレンサーをはずしたぐらいでトランクの底までは見なかった！」と言った。リチャードは、「さすがメキシコだ！」と言った。マテオは、「情熱の国だけにスペイン人の血が騒ぐ！」と言った。リチャードとマテオは覆面パトカーから降りてトランクを開けてオートマティック銃を２丁ずつ取って弾倉補充を４個ずつ取ってマシンガンを一丁ずつ取った。リチャードはベレッタＭ 92 とベレッタＭ１９１５と弾倉補充をショルダー付きのバックに入れてマシンガンを両手に持った。マテオはコルトＭ１９０３とコルトＭ１９１１と弾倉補充をショルダー付きのバックに入れてマシンガンを両手に持った。リチャードは、「いきますか！」と言った。マテオは、「昔からそんな先入観のあるところは変わってないな！」と言った。リチャードとマテオはフェルナンドとホセかも知れない二人のいるところへ向かっていった。リチャードとマテオはフェルナンドとホセかも知れない二人のいるところに来た。リチャードはフェルナンドらしき者に、「ＦＢＩだ！フェルナンドだな？そのキャリアカーに積んである新車のスポーツカーは盗んだ物とわかってる！どこへ持っていくつもりだ？」と聞いた。フェルナンドらしき者は、「どこで俺の名前を知った！秘密の場所で中古屋のオーナーたちに売買するオークションへ出しに行く！」と答えた。マテオはホセらしき者に、「デトロイト警察だ！ホセか！デトロイトで強盗殺人容疑で追っていた。メキシコに逃げていたか？おまえには黙秘権がある」と聞いた。ホセらしき者は、「よく俺の名前をご存知で！そうだ俺がホセだ！」と答えた。上空からヘリがやってきて、自動車窃盗団の一味と思われる者がリチャードとマテオに向けてマシンガンを撃ってきた。リチャードとマテオは、その場を咄嗟に走って離れていって、物陰に隠れた。その間にフェルナンドはホセに、「ダビ！おまえはあのスポーツカーで逃げろ！」と言って小型自動車運搬船に駆け込んでいった。ホセはまだナンバープレートのついてないカマロＺＬ１に乗って逃げていった。リチャードは物陰からヘリを操縦している自動車窃盗団の一味をマシンガンで頭を撃ってマシンガンを撃ってきた自動車窃盗団の一味が乗ってるヘリがバランスを崩していって、地上に落下して爆破した。リチャードは小型自動車運搬船に駆け込んだフェルナンドを追っていって、小型自動車運搬船に駆け込んだ。マテオはまだナンバープレートのついてないコルベットＺＲ１に乗ってホセを追っていった。リチャードは小型自動車運搬船に入っていくと、７５０台を積載できる小型自動車運搬船に５００台ぐらいのフォード社の中古車が積んであることに気づいた。フェルナンドはリチャードに、「バカなやつだな！ケガひとつしないで生きて帰れるといいがな！サプライズを見せてやるよ！」と言って沈黙の中で声を聞かした。リチャードは、「フェルナンドどこだ！出てこい！」と言った。フェルナンドは、「俺はここだ！」と言ってリチャードのところに上からグレネードランチャーで砲弾を放っていった。リチャードは急いで並列に並んでいる中古車の間をぬって移動していった。フェルナンドの放ったグレネードランチャーの砲弾が５台の中古車を爆破していった。リチャードは間一髪で他の自動車置き場エリアへ脱出していた。リチャードはマシンガンを握って中古車の陰に隠れていたときに自動車の置き場エリアに自動車窃盗団の一味９人がやってきた。自動車窃盗団の一味は並列に並んだ中古車の間にリチャードがいないか探っていった。自動車窃盗団の一人が中古車の間にリチャードがいると思ってマシンガンを放ったが、リチャードの姿がなかった。リチャードは後ろ向きでいる自動車窃盗団の一人を後ろからマシンガンで撃って倒した。リチャードは駆け付けてきた自動車窃盗団の二人を撃って倒した。リチャードはまた中古車の陰に隠れて中古車の間をぬって移動していって、中古車に細工をして防犯ブザーを鳴らした。自動車窃盗団の３人は防犯ブザーが鳴っている中古車のところ向かっていった。リチャードは防犯ブザーの鳴っている中古車のところに自動車窃盗団の３人がやってきたら、上から中古車のタンクの位置を目掛けてマシンガンを放って、中古車を爆破させて自動車窃盗団の３人を吹き飛ばして倒した。リチャードは自動車窃盗団の４人が下からマシンガンを放ってくると、その場を咄嗟に走って離れていって、フェルナンドがいたところへ向かっていった。小型自動車運搬船は爆破された中古車が隣の中古車に引火して爆発して黒い煙を流しながら、既にドアが閉まって出航していた。自動車窃盗団の４人は消化器で中古車７台の燃えた炎を消していった。リチャードはフェルナンドのいたところ付近にやってきたが、フェルナンドの姿を見なかったので甲板室を探していった。リチャードは甲板室を探していった途中でマスクをかけた謎の女が現れた。リチャードはマスクをかけた謎の女に、「ペロニカだな！身代金の１００万ドルは小型自動車運搬船を借りる費用などに使ったのか？」と聞いた。マスクをかけた謎の女は、「そう！私はペロニカ！小型自動車運搬船を借りるためがほとんどだったわ！」と答えた。リチャードは、「この小型自動車運搬船はどこへ向かってる」と聞いた。ペロニカは、「キューバよ！」と答えた。リチャードは、「キューバの貧しい島国に中古車を売ってつけるのか？」と聞いた。ペロニカは、「車を持ってるキューバ人は１０人に一人ぐらいだけど車がないと不便だから中古車で激安で売れば売れると思ってる！」と答えた。リチャードは、「そうか！それで簡単に中古車を何台も爆破したりできるのか？どうせ盗んだ物だろう！」と言った。ペロニカは、「５００台も見つけ出せなかったのが悪い！どうせこれであなたは最後よ！」と言った。リチャードは、「最後にマスクをはずして素顔を見せてくれ！」と言った。ペロニカは、「いいわ！」と言ってマスクをはずして素顔を見せた。リチャードは、「７割はマスク美人だな！」と言った。ペロニカは、「ふざけないで！やっつけて！」と言って自動車窃盗団の４人がやってきた。リチャードは自動車窃盗団の４人にマシンガンを放って物陰に隠れた。リチャードと自動車窃盗団の４人はマシンガンで撃ち合いをしていった。リチャードはマシンガンの銃弾が切れてマシンガンを捨ててショルダー付きバックからベレッタＭ 92 とバレッタＭ１９１５を取り出して両手に持って撃っていった。リチャードは移動して行きながら自動車窃盗団の一人の背後に回って自動車窃盗団の一人の首を閉めて窒息させた。リチャードは向こうで振り向いた自動車窃盗団の一人が素早くマシンガンを放そうしたときに、自動車窃盗団の一人の胸に３発撃って倒した。やってきた自動車窃盗団の二人が背後からマシンガンで撃とうとしたときに、その場を離れて走っていって、自動車の置き場エリアに下りて中古車の陰に隠れた。自動車窃盗団の二人は自動車の置き場エリアに下りてきてリチャードが並列に並んだ中古車の間に隠れていないかを探していった。リチャードは中古車の底に潜っていたときに歩いてきた自動車窃盗団の一人が隣の中古車のところで足が見えた瞬間に中古車の底から出て自動車窃盗団の一人の背後に回って自動車窃盗団の一人の背中を２発撃って倒した。リチャードは自動車窃盗団の一人がマシンガンを放ってきて、その場を離れて屈んで移動していった。自動車窃盗団の一人はどこの中古車の陰に隠れているのかをバレてしまったリチャードが隠れてる中古車に自動車窃盗団の一人がマシンガンを放っていって、中古車の窓ガラスが割れていった。リチャードは中古車を盾にして、自動車窃盗団の一人と撃ち合い続けて両方の拳銃の銃弾が切れてショルダー付きバックから弾倉補充を取り出して両方の拳銃に弾倉補充を取り付けて撃っていった。リチャードは中古車のルーフに上がってきた自動車窃盗団の一人の腹を撃って倒した後からやってきた窒息させた自動車窃盗団の一人がマシンガンを放そうとしたときに自動車窃盗団の一人の頭を撃って倒した。リチャードは再び甲板室を探していった。甲板室に着いたリチャードは、甲板室のドアを開いた。リチャードは小型自動車運搬船の舵をとったフェルナンドとペロニカの姿を見つけた。リチャードはフェルナンドに、「小型自動車運搬船はキューバに向かっているのか？」と聞いた。フェルナンドは、「予定を変更して時間を繰り下げた。ブラジルへ向かう手配をしている」と答えた。リチャードは、「ブラジルなら中古車販売は安く売れて伸し上がるだろうな！」と言った。フェルナンドは、「そうだよ！」と言った。リチャードは、「だが積んである中古車はどこかの車屋から盗んだ物だ！行き先はアメリカに戻って償ってくれ！」と言ってフェルナンドに拳銃を向けた。フェルナンドは、「計画なんてシナリオどおりにいかない」と言ってリチャードに拳銃を向けると、ゴスな腹黒いペロニカも横からリチャードに拳銃を向けた。ペロニカはリチャードに、「銃を捨てろ！」と言って拳銃をリチャードの右の側頭部に付けた。リチャードは意地でも拳銃を離さずにいたら、甲板室のドアからデトロイト市警の５人の警官が入ってきた。警官のリーダーはリチャードに、「デトロイト市警です！小型自動運搬船から黒煙が流れてると通報があって怪しい小型自動運搬船のようだったで乗り込んで来ました」と言った。フェルナンドとペロニカは拳銃を下ろすとリチャードも拳銃を下ろした。警官たちはフェルナンドとペロニカをすぐに逮捕しようとしなかった。警官のリーダーはリチャードに、「同じ署のマテオから聞いてます！ＦＢＩ捜査官のリチャードさんですね！」と言った。リチャードは、「なぜ、あの二人を潔く逮捕しない」と言った。警官のリーダーは、「それはリチャードさんに消えてもらうためだ！」と言ってリチャードに拳銃を向けた。リチャードは警官たちに甲板床に連れていかれた。リチャードは警官のリーダーに、「これはなんの真似だ！」と言った。警官のリーダーは、「俺たちはフェルナンドから賄賂を取って雇われた人殺しを抹消する遺体の運び屋なんだ！悪く思うなよ！」と言った。警官たちが拳銃でリチャードを撃とうとしたときにリチャードは、「そんなことしていたら、凶悪犯罪を起こした囚人のいるアルカトラスへ護送されて厳しい罰を受けたついでに警官にパクられて恨みのあるやつらにふくろ叩きされるぞ！」と言った。警官のリーダーは、「そんなことはどうでもいい！俺たちのことは決してバレることのないようになってるんでね！」と言って拳銃の引き金を引こうとした。上空からヘリがやってきて、リチャードを避けて警官たちにマシンガンを放っていった。リチャードは咄嗟に、その場を離れていって、物陰に隠れた。警官たちはヘリに向けて拳銃で撃っていったが、ヘリからマシンガンで撃たれていって、警官のリーダーだけは逃げて甲板室へ向かった。甲板室に着いた警官のリーダーはフェルナンドに、「メキシコ警察がヘリで現れて警官４人とも撃たれた」と言った。フェルナンドは、「おまえは役に立たないクズだな！エリー湖に遺体を投げるから足が着いたんだ！」と言って拳銃で警官のリーダーを撃った。船を停めたフェルナンドとペロニカはすぐ甲板室から外に出てもともと小型自動車運搬船に乗っていた警官たちのヘリを起動して上空へ上昇していった。メキシコ警察はリチャードをヘリに乗せて救助した。リチャードは警官たちの行為にとても善意と思えずに権威と自尊心をなくして名誉を傷つけられた。フェルナンドとペロニカの乗ったヘリは元の港へ向かっていった。元の港に着いたフェルナンドとペロニカはヘリから降りて、フォードのスポーツカーを積んだキャリアカーに乗ってメキシコシティへ向かっていった。逃走するホセと追跡するマテオはメキシコシティ付近を突っ走ってきた。マテオは１９歳のときにレーサーを目指してチューニングカーレースをやっていた時期もあって、性能のいいブレーキの効いたスポーツカーをドリフト走行しながら乗りこなせた。ホセはチューニングカーレース経験のないドリフト走行のできないぶん、追ってくるマテオよりも間の距離が１００メートルも離れていたために先進んでいたが、信号無視して突っ走るけどマテオの運転するテクニックに追いつかれて車間が短くなって後ろについた。マテオはホセを追ってメキシコシティに入ってきて、夕陽の光で窓を照らしているビルのある道路を走行していると、後ろからメキシコ警察が追ってきた。ホセはメキシコシティから抜けたところで自動車整備工場に入った。自動車整備工場のガレージに着いたホセはカマロＺＬ１から降りて走って、その場を逃げていった。マテオもコルベットＺＲ１から降りて走って、ホセを追っていった。メキシコ警察は自動車整備工場に入ってきて、整備士に尋ねた。メキシコの警官は整備士に、「信号無視をしていった２台のポーツカーがここに入ったので調べさせてほしい！」と言った。整備士は、「いいですよ！いつの間に入ってきたのだろう」と言った。２台のスポーツカーを調べたメキシコの警官は、「このスポーツカーはナンバープレートのない新車のようですね！どこかの盗難車かもしれない」と言った。整備士は、「うちはエンジンとミッションをはずして修理する自動車整備工場ですから新車なんて滅多に故障しないしウチにそんな人間はいないですよ！ここに隠れる場所などないんで車だけ置いて逃げたんじゃないですかね！」と言った。走ってきたホセは空き家に入っていった。追ってきたマテオは空き家の中に入るホセを見て空き家に入っていった。マテオはマシンガンを持って空き家の廊下を忍足で歩いていって、マテオは各部屋の扉を開いてマシンガンを放っていった。マテオはホセがいないか調べてバスルームにある鏡に映るホセを見て、後ろに振り返って、逃げ込んだ部屋の扉の向こうにマシンガンを放っていって、扉を開いてホセがいないことに気づいて、その部屋から出たときにホセが拳銃で撃ってきて、すぐに部屋に戻って少し開いた扉の隙間からホセに向けて拳銃で何発か撃っていった。マテオはホセが２階へ上がっていくのを見てからマシンガンを放って、２階へ上がっていった。２階に上がってきたマテオは各部屋の扉を開いてマシンガンを放っていったマシンガンの銃弾が切れてマシンガンを捨てた。マテオはコルトＭ１９０３をショルダー付きのバックから取り出して怪しいクローゼットの扉の向こうに向けて拳銃で何発か撃った。マテオはクローゼットの扉を開いてホセがいないか調べた。マテオはクローゼットの中に入っていって、突然と現れたホセに拳銃を蹴飛ばされて、驚いて床に倒れて拳銃を床に落とした。ホセはマテオに、「マヌケな警官だな！おまえを撃ったとしてもな！証拠なんて見つからない。俺たちが雇った汚職警官の遺体運びたちが証拠を消してくれてる」と言って拳銃で撃とうとしたときにマテオは、「同じ署内に汚職警官は本当にいたのか！噂で聞いていたけど、エリー湖の港で応援要請かけてもなかなかこなかったのは、そのお陰だったのか！」と言った。ホセは、「カルロスを遣ったのはおまえだったのか！よくもカルロスを遣ってくれたな！」と言って拳銃の引き金を引こうとした。マテオは、「カルロスはデトロイトで盗んだフォードのスポーツカーを積んだキャリアカーをロケットランチャーでロケット弾を発射してパトカーを爆破して警官ふたりを殺めていた」と言って持っていたショルダー付きバックにあるコルトＭ１９１１を瞬発に取り出して、ホセの胸を３発撃って倒した。マテオは裏腹な社会とその非常的な犠牲を払って、危うく汚名を被されるところだったが、最初の一撃よりも最後の一撃でなんとか平常心を保たれた。鋭い洞察力で見抜いたリチャードは、フェルナンドとペロニカが元の港へ向かったと思ってからメキシコの警官に、「港へ向かってくれないか！」と言った。メキシコの警官はリチャードに、「密輸と秘密組織がうごめいた自動車運搬船でアメリカ警官５人に撃たれそうになっていました！」と言った。リチャードは、「よくあのアメリカ警官５人が汚職警官であることに気づきましたね！お陰で危機は免れました」と言った。メキシコの警官は、「アメリカの警官がメキシコ湾にいること事態がおかしいことだ！あなたが警官に追い詰められている姿が犯人に見えなかった！」と言った。リチャードは、「俺はＦＢＩ捜査官です！自動車窃盗団を追ってメキシコまでやってきた」と言ってメキシコの警官に金色のバッチを見せた。リチャードはヘリが元の港に着いてヘリから降りてメキシコの警官に、「どうもありがとう！」と言った。ヘリは上空に上昇して去っていった。リチャードはキャリアカーがないことに気づいてから覆面パトカーに乗ってメキシコシティへ向かっていった。リチャードは覆面パトカーを走行中にマテオにモバイルフォンで電話をかけた。マテオは鳴り始めたモバイルフォンを手に取って電話を受けた。リチャードはマテオに、「マテオ！無事だったのか！フェルナンドとペロニカはキャリアカーに乗ってメキシコシティへ向かったようだ！小型自動車運搬船で死闘の戦いを繰り返したよ！」と言った。マテオは、「こっちも無事だ！空き家に隠れたホセを探し出したら、撃って倒した」と言った。リチャードは、「どこにいる？」と聞いた。マテオは、「メキシコシティからはずれた自動車整備工場近くにいる」と言った。リチャードは、「わかった！すぐに向かいにいくよ！」と言ってモバイルフォンの電話を切った。覆面パトカーを運転するリチャードは、メキシコシティからはずれた自動車整備工場の近くに着いてマテオを探した。マテオはリチャードに手を振るって合図をして、やってくる覆面パトカーを止めさせてから覆面パトカーに乗った。メキシコシティのオークション会場にて、フェルナンドとペロニカはキャリアカーに積んである新車のフォードのスポーツカー６台を下ろしてオークション会場へ運んでいった。フェルナンドは車屋のオーナーたちにフォードのスポーツカーを売りつけた。フェルナンドはスポーツカー６台がすべて売れてシステムエラーが起きることがあるから振り込みで応じずに現金で受け取った。フェルナンドはオーナーのなかで新車のスポーツカーと小型自動車運搬船に積んであるフォード社の中古車８０台を９００万ペソで交渉が成立して９００万ペソの入ったスーツケースを受け取った。大型貨物船舶免許を持った自動車窃盗団の一人はメキシコシティからヘリに乗っていって、メキシコ湾に停船してる小型自動車運搬船に降り立って、船の舵をとって港へ向かっていった。小型自動車運搬船をベラクルス港に着けた自動車窃盗団の一人は、１０台のキャリアカーを運転してきた１０人の運転手と合流して１０台のキャリアカーに８台ずつ積んでいこうとしたときにメキシコ警察に押収された。フェルナンドはオーナーにフォードの新車のスポーツカーを引き渡して後にフォードの中古車８０台を所定の場所に運んでいく予定を組んでオークション会場を離れた。悪どい魂胆だと見破っていたオーナーは、フェルナンドに偽札の原盤で作った偽札の９００万ペソの入ったスーツケースを渡してキャリアカーにフォードの新車のスポーツカーを積んで去っていった。物事が振り出しに戻ったリチャードとマテオは覆面パトカーの中で考えた。マテオはリチャードに、「３日後にはどこかの教会でホセの葬式をするだろう！そのときフェルナンドとペロニカが参列するはずだ！」と言った。リチャードは、「３日後はメキシコの死者の日だ！夜の街は沢山の人々が動いてる」と言った。マテオは、「だけどベラクルス港でよくあれがフェルナンドだとわかったな？」と聞いた。リチャードは、「デトロイトの倉庫会社で見た自動車窃盗団のリーダーらしき者だった！」と答えた。剥奪をしたフェルナンドは、キャリアカーを返却してペロニカと一緒にメキシコの実家に戻っていった。実家に着いたフェルナンドは、ペロニカと一緒にフェルナンドの母親に歓迎されて家の中へ入っていった。フェルナンドの母親はフェルナンドに、「やっと実家に帰ってきたね！そちらのお嬢さんどなた？」と聞いた。フェルナンドは、「俺の彼女でペロニカというんだ！」と答えた。フェルナンドの母親はペロニカに、「初めまして、私はフェルナンドの母のジョセフィーナといいます」と言った。ペロニカは、「どうも」と言って挨拶もできずに無言のままだった。フェルナンドは、「あぁ！こいつ幼い時から本当の親の顔を知らず孤児で育って貰われた育て親に虐待を受けたりして人身売買されそうになって多重人格症を患った」と言った。ジョセフィーナは、「あらそお！それは大変だね！元気を出して召し上がれ！」と言ってアボカドのディップのワカモーレをテーブルの上に置いた。フェルナンドは、「彼女は本当の自分に戻ることが怖くて自分を隠そうと色んな人に変わって普通に話せる時と話せない時がある」と言った。フェルナンドとペロニカとジョセフィーナは食事をしながら話した。３日後の死者の日の夜にジョセフィーナは家の玄関からちぎったマリーゴールドの花びらを火の点いたキャンドルと工房で作られた派手な頭蓋骨のドクロとウォッカの酒とマリア像と子供の霊を導く白い花と死者を導くマリーゴールドの黄色い花を飾った祭壇まで死者が帰ってこれるように並べていった。フェルナンドとペロニカは家から外へ出ていって、倉庫会社にキャリアカーを返却したときに借りた車に乗って、ホセの葬式に参列する教会へ向かった。リチャードとマテオはどこの教会でホセの葬式をやるかさまよっていたときに墓地に近い教会で葬式一件あると聞いたので建物の閉鎖と道路の封鎖のために覆面パトカーを停めて、お祭り騒ぎで沢山のドクロメイクをした人混みの中をより抜けていって、その教会へ向かった。教会に着いたフェルナンドとペロニカはホセの葬式に参列した。教会に着いたリチャードとマテオはキリスト像と十字架のある教会で牧師と遺族たちがホセの葬式に参列してるフェルナンドとペロニカを確認した。フェルナンドとペロニカはホセの葬式が終わってホセの棺を墓へ移動するまで教会から出て車のトランクに隠した９００万ペソの入ったスーツケースを持って誰にも気づかれずに教会に戻って教会の鐘のところへ上がっていった。フェルナンドはオーナーを信じて９００万ペソの入ったスーツケースの中を少しだけ見て確かめずにほっておいたために不安になって、ちゃんと５００万ペソの入っているのかスーツケースの中を確かめた。フェルナンドは持ってる財布の中のドル札とスーツケースの中のドル札と見比べてみて、偽物の９００万ペソの入ったスーツケースだと知ってから焦って底にある札束を取り出して確かめようとしてみたら、プラスチック爆弾が作動して偽物の５００万ペソの入ったスーツケースを教会の鐘から外へ投げた。偽物の入った９００万ペソのスーツケースは爆発して教会の上から偽物の９００万ペソが散らばっていってから、お祭り騒ぎのドクロメイクした人々が降ってきたドル札を奪い合っていった。フェルナンドとペロニカは教会の鐘のところから下りて教会から外へ出ていって、人混みの中をより抜けて墓地へ向かった。墓地に着いたフェルナンドとペロニカはホセの入った棺を土に埋められたらホセの追悼式が終わった。フェルナンドとペロニカは墓地を離れて車があるところへ向かった途中でリチャードとマテオが待ち構えていた。リチャードはフェルナンドに、「やっと見つけた」と言った。フェルナンドは、「せっかく小型自動車運搬船に積んできたフォードの新車のスポーツカーとフォードの中古車を売買して受け取ったスーツケースの中が偽札の５００万ペソだったなんて思いを抱えた俺の気持ちを知らない」と言った。リチャードは、「知ったことか！人に思いやりと労わる心をなくした者のためになんか！小型自動車運搬船はメキシコ警察に差しどめられた。最初から積んでいた中古車は売買できなかったぞ！」と言った。フェルナンドは、「小型自動車運搬船の移動は、『深夜にやれ！』といったのに！もうそんな猿芝居しても仕方がない！」と言ってペロニカと一緒に逃げ走っていった。リチャードは、「逃げるなんて卑怯だぞ！」と言ってマテオと一緒に拳銃で撃ち合いながらフェルナンドとペロニカを追っていった。フェルナンドとペロニカは逃げ走っていった途中で二手に分かれていった。リチャードはフェルナンドを追って、マテオはペロニカを追っていったが、お祭り騒ぎで賑わう人混みに入っていったペロニカを見失った。逃げて走ってきたフェルナンドは沢山の火を灯したキャンドルの灯りで輝く墓地に入って身を隠した。リチャードはキャンドルの灯りで輝く墓地に入って拳銃を持って歩いていった。リチャードの背後に現れたフェルナンドはリチャードに、「おまえはこれまでだ！」と言ってリチャードの後頭部に拳銃を付けた。リチャードは、「おまえは俺を殺しても逃げられないからな！アメリカ警察もＦＢＩもメキシコ警察もおまえを追ってるんだ！」と言った。フェルナンドは、「やかましい！黙れっ！俺たちはカリブ海の見えるドミニカ共和国で豪遊だ！ペロニカに残り５０万ドルの入ったスーツケースを渡してある」と言った。リチャードは、「そのお金は楓ちゃんを誘拐して奪った身代金だ！５０万ドルは木村社長に戻せ！」と言った。フェルナンドは、「冗談じゃねえ！冥途の土産におまえの名前をフルネームで聞いておこう！」と言った。リチャードは、「リチャード・ルノーだ」と言った。フェルナンドは、「なに！ルノーか！３年前にデンバーの田舎でペロニカとホセと３人で自動車強盗していたときに対向車に突っ込んでハンドルを切って横転した車から現金を奪った！その時にルノーって名前だったがな」と言った。リチャードは、「その車には年配の夫婦が乗ってなかったか？」と聞いた。フェルナンドは、「顔が血だらけでよく見分けつかなかったが、年配の夫婦だった！茶色いフォードのセダンに乗っていた」と答えた。リチャードは、「生きていたか？」と聞いた。フェルナンドは、「二人とも意識不明の重傷で病院に運ばれたが間もなく亡くなった！確かアングラードともう一人はルノーとビクトリアのルノー夫妻だった！あれはニュースでやっていたが、誰かに現金を奪われた気配もないまま交通事故として処理されていた」と答えた。リチャードは、「きさま！よくもやってくれた！おまえは許さない！父はアングラードで母はビクトリアだ！」と言った。フェルナンドは、「それはお気の毒にな！ついでにおまえも両親のところへ送ってやろう！俺よりも１０歳は若いのに死に急ぎか！」と言って拳銃の引き金を引こうとした。リチャードはフェルナンドのメキシカンデザインの黄金銃を素早く両手で掴んで上に向けた。フェルナンドはリチャードが両手で掴んだ拳銃を空に向けて５発撃っていった。リチャードはフェルナンドの拳銃の銃弾切れしたら、フェルナンドの腹を右足の膝で打って顔を右の拳で３回パンチして胴を右足でキックした。フェルナンドは拳銃を捨てリチャードの顔を右の拳で２回パンチして左の拳でパンチして右の拳でストレートパンチをしようとしたら、リチャードの左肩からカウンターに入って、リチャードから右の拳のストレートパンチを受けて、鼻から血が抜けて地面に膝をつけた。立ち上がったフェルナンドはナイフを取り出してリチャードのところへ向かっていこうとしたときに地面から精霊たちの取り手に両足を掴まれたまま身動きが取れなくなったが、リチャードに向けてナイフを投げた。ナイフを避けたリチャードはフェルナンドに、「冥途の土産に屁でもくらえ！」と言って取り出した銃でフェルナンドの腹に３発撃って胸に２発撃って頭に１発撃って倒した。リチャードは棺を埋めるために掘ってあった穴に落ちていったフェルナンドを見て、「ここに自分の墓を決めたのか！マザコン野郎！」と言った。リチャードは仕打ちを受けたフェルナンドに両親の仇を取って制裁を与えた。ペロニカはドクロメイクをしてお祭り騒ぎの人混みの中から離れていった。ジョセフィーナは玄関から扉が開く音がしたのでフェルナンドが帰ってきたと思って出迎えた。ジョセフィーナは明かりのない玄関にいる人影がフェルナンドに違いないと解って声をかけた。ジョセフィーナはフェルナンドに、「フェルナンドなのか？こんな遅くにどこへいっていたの！」と聞いた。フェルナンドは、「ママ！俺は等々パパのところへいってしまった！これからは独りで寂しい思いをさせるけど、ごめんな！」と答えた。ジョセフィーナは、「なにいっているの！」と言った。フェルナンドは、「ママに散々と迷惑をかけたね！俺は今までの悪ふざけの報いを受けたんだ！」と言った。ジョセフィーナは、「ペロニカという娘と一緒にいたからおかしくなったのか！」と言った。フェルナンドは、「俺は本当にあの世へいった！また死者の日に帰ってくるよ！」と言って姿を消していった。リチャードとマテオはフェルナンドが予定を代替えたために難事を解決した。オーナーは通貨の偽造と殺人未遂で検挙された。リチャードとマテオは覆面パトカーに乗って、高速道路を使ってデトロイトへ向かっていった。リチャードとマテオは長い時間をかけてデトロイトにたどり着いた。マテオはリチャードに、「リチャード！デトロイトまで遊びにきてくれたのに、とんだ目にあわして済まない」と言った。リチャードは、「俺はＦＢＩ捜査官だ！あんな大きい犯罪組織はやりがいがあった！」と言って、「ペロニカは捕らえた？」と聞いた。マテオは、「逃げられた」と答えた。リチャードは、「いつかは取り押さえられるさ！」と言った。マテオは、「だけど同じ署に汚職警官がいるとは思わなかった！」と言った。リチャードは、「アメリカで一番の治安が悪いデトロイトだけに警官までが毒される。マテオも悪影響を受けて汚職警官なんかになるな！」と言った。マテオは、「俺は大丈夫だ！そんなにダメな上司でも逆らえない掟なんてないから！」と言った。リチャードは、「それなら安心したよ！いつかまた会おう！じゃあ！」と言った。マテオは、「じゃあ！」と言った。リチャードはマテオと別れてホテルに戻っていった。翌朝に起きたリチャードは、顔を洗った後で部屋から外に出てカフェでモーニングセットを食べて部屋に戻って準備支度をして部屋から外に出て、受付でチェックアウトを済ましてホテルから外へ出ていった。リチャードはタクシーに乗って空港へ向かっていった。空港にたどり着いたリチャードは、すぐデトロイト・メトロポリタン・ウェイン・カウンティ空港まで飛行機に乗ってニューヨークへ向かっていった。リチャードは空港に着いてすぐに

タクシーに乗ってニューヨーク支局の宿舎に着いた。リチャードは休暇も余計な２週間あまりだったと思いながら宿舎でゆっくり体を癒した。翌朝に起きたリチャードはニューヨーク支局へ向かった。ニューヨーク支局に着いたリチャードは、支局長と会って休暇を１０日以上の延長をしたことを謝罪した。犯罪組織の威圧を受けたリチャードは支局長から鎮圧した犯罪組織を撲滅させたことについて考慮された。支局長はリチャードに、「ドラッグには飲むタイプとは別で吸うタイプも出回ってる！麻薬シンジケートの囮捜査をしてほしい！」と頼んだ。リチャードは、「ドラック陽性のあるやつらに一人では危険だ！」と言って任務に挑んだ。犯罪組織の抑圧に耐えたマテオは署長に表彰された。ペロニカは倉庫会社のロッカーに隠していた５０万ドルの入ったスーツケースを持って、空港で偽造パスポートを使って飛行機に乗ってドミニカ共和国へ向かおうとしたときに警官に取り押さえられた。病的なペロニカは鉄格子のある精神病院へ連行された。５０万ドルは木村社長へ返金されるときに木村社長からの申し出でデトロイトまで移動した小型自動車運搬船のレンタル費用にあてた。夜のタイムズスクエアでモニターからデトロイトの自動車窃盗団が抑えられたことについてニュースを報じた。２ヶ月後リチャードはマテオと電話で連絡をとって、マテオが結婚をするかも知らない女性がいると紹介した。リチャードはマテオの結婚式に誘われたのでマテオがどんな女性と結婚するのかを楽しみにした。デンバー山にある墓地に訪れたリチャードは、「仇を取ったぜ！父さん母さん！」と言って両親の墓に花を添えた。するとリチャードのところに弟のウィリアム・ルノーがやってきた。ウィリアムはルノーに、「兄さん！やっぱりきたか！父さんと母さんの命日だからな！」と言った。リチャードは、「当然だろ！それよりもおまえは奨学金を受けた大学にちゃんと通っているのか？」と聞いた。ウィリアムは、「通っているさ！単位が足りないと、いつまでも卒業できないからな！」と答えた。リチャードは、「それならよかった！デンバーの山奥にある別荘はいつか売却する！両親のだったけど、もう利用しないから」と言った。ウィリアムは、「いつかは使う！俺は友達を呼んで合宿するんだ！勝手に断りもなく別荘を売るなよな！」と言った。リチャードは、「おまえはたった一人の家族なんだから失いたくない。またいつか話し合おう」と言った。ウィリアムは、「了解！」と言った。リチャードとウィリアムはデンバーの山から下りていった。リチャードはウィリアムに、「両親は事故に遭ったんじゃなくフェルナンドに殺された」とは言えなかった。リチャードはいつかウィリアムに打ち上げて心の整理ができたときに法律事務所で真実を述べることにした。小型自動車運搬船は海上でメキシコ警察に事件を調査された後でアメリカのデトロイト港に返還された。盗難車はデトロイト警察が車台番号を調べて中古車屋に回収した。炎上した盗難車はスクラップ工場で解体された。-ＥＮＤ-
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